
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多数本のブリスルが表面から突出しているブリスル台を有しているブラシがヘアードラ
イヤー本体の送風口に連結されているとともに、上記ブラシのブリスル台に形成されてい
る吐出口を通じてヘアードライヤー本体からの風あるいはスチームを吹き出すブラシ付き
ヘアードライヤーであり、上記ブラシのブリスル台は筒状で且つ軸方向である長手方向中
程が外側へと膨らんで長手方向断面の外形線が凸曲線をなしているとともに、

長手方向に走る複数本の切り溝
が周方向において間隔をおいて設けられて こと
を特徴とするブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項２】
　上記切り溝で 吐出口は 長手方向中央においてその開口幅が最大とな
っていることを特徴とする請求項１記載のブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項３】
　ブリスル台の内部にブラシの両端部をつなぐ筒状部材が配されているとともに、ヘアー
ドライヤー本体からの風あるいはスチームが送り込まれる内周側とブリスル台が外周に位
置する外面側とを連通させて上記風を吐出口に向かわせる開口を上記筒状部材が備えてい
ることを特徴とする請求項１または２記載のブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項４】
　ブリスル台の内部には風向調節用のフィンが設けられていることを特徴とする請求項１
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長手方向断
面の外形線がなす曲線の曲率が可変であり、更にブラシの

、該切り溝で上記吐出口が形成されている

形成された ブラシの



または２記載のブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項５】
　

のブラ
シ付きヘアードライヤー。
【請求項６】
　

のブラ
シ付きヘアードライヤー。
【請求項７】
　

のブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項８】
　

のブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項９】
　

のブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項１０】
　 の
ブラシ付きヘアードライヤー。
【請求項１１】
　

のブラシ付きヘアードライヤー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はヘアードライヤー本体の送風口にブラシを連結しているブラシ付きヘアードライ
ヤーに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ヘアードライヤーの送風口にブラシが連結されているブラシ付きヘアードライヤーでは、
そのブラシは、径が一定の円筒状に形成されたブリスル台の外面から多数本のブリスルを
突出させたものとして形成されるとともに、上記送風口からブリスル台の内部に送られる
風やスチームをブリスル台に形成した吐出口から吐出させるものであり、ブラシの外周面
に巻き付けた毛髪にヘアードライヤーの温風を吹き付けたりスチームによる加湿とその後
の乾燥などを行うことによって、毛髪にカール付けを行う。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、ヘアードライヤーの送風口からの吐出方向は、ブリスル台の長手方向（軸方向）
と同じであり、ブリスル台に設けた吐出口からの吐出方向は上記方向と直交しているため
に、ブリスル台に設けた吐出口から吐出される風やスチームは、ブラシの先端部付近に集
中してしまい、ブラシの中央部に巻き付けた毛髪に当たりにくく、セット性が悪かった。
【０００４】
本発明はこのような点に鑑み為されたものであり、その目的とするところはセット性を高
めたブラシ付きヘアードライヤーを提供するにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
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ブリスル台における吐出口はブリスル台の長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率が大
きくなるにつれて開口面積を大きくするものであることを特徴とする請求項１記載

ブリスル台内部にブリスル台の径を変化させて長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率
を変化させる径調節部材が配設されていることを特徴とする請求項１または５記載

径調節部材はブリスル台に接する一端を作用点とし、他端を支点もしくは操作入力が加
えられる力点の一方とし、中程を支点もしくは力点の他方としている部材であることを特
徴とする請求項６記載

径調節部材に操作入力を加える操作部がブラシの軸方向端部に設けられていることを特
徴とする請求項６または７記載

径調節部材に操作入力を加える操作部が軸回りに回転自在な回転部材であり、該回転部
材と径調節部材との間に運動変換部材が介在していることを特徴とする請求項７または８
記載

操作部の回転位置を規制するロック手段を備えていることを特徴とする請求項９記載

ロック手段は操作部に加わる回転力の大きさに応じてロックを解除するものであること
を特徴とする請求項１０記載



　しかして本発明は、多数本のブリスルが表面から突出しているブリスル台を有している
ブラシがヘアードライヤー本体の送風口に連結されているとともに、上記ブラシのブリス
ル台に形成されている吐出口を通じてヘアードライヤー本体からの風あるいはスチームを
吹き出すブラシ付きヘアードライヤーであり、上記ブラシのブリスル台は筒状で且つ軸方
向である長手方向中程が外側へと膨らんで長手方向断面の外形線が凸曲線をなしていると
ともに、 長手方向に
走る複数本の切り溝が周方向において間隔をおいて設けられて

ことに特徴を有している。温風やスチームはブリスル台内面に沿って流れ
てブラシ中央部に導かれて吐出されるものである。

【０００６】
　しかもブリスル台は筒状で且つ長手方向断面の外形線が凸曲線をなしている形状である
とはいえ、長手方向に走る複数本の切り溝が周方向において間隔をおいて設けられたもの
であるから、円筒状のブリスル台を長手方向に撓ませるだけで、長手方向中程が外側へと
膨らんで長手方向断面の外形線が凸曲線をなしているものを得ることができる。また、上
記切り溝で 吐出口 長手方向中央においてその開口幅が最大となって
いるものが好ましい。
【０００７】
　ブリスル台の内部にブラシの両端部をつなぐ

ブリスル台の内部に風向調節用のフィンを設けて、風やスチームの流れの向きを変更する
ようにしても
【０００８】
　 ブリスル台における吐出口はブリスル台の長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率
が大きくなるにつれて開口面積を大きくするものであってもよい。
【０００９】
ブリスル台内部に配設されてブリスル台の径を変化させる径調節部材によってブリスル台
の長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率を変化させてもよく、この場合は、ブリスル台
として長手方向両端部が固定されるとともに伸縮性を有するものを好適に用いることがで
きる。
上記の径調節部材としては、ブリスル台に接する一端を作用点とし、他端を支点もしくは
操作入力が加えられる力点の一方とし、中程を支点もしくは力点の他方としている部材を
好適に用いることができ、また径調節部材に操作入力を加える操作部は軸方向の端部に設
けておくことが好ましい。
【００１０】
さらに径調節部材に操作入力を加える操作部が軸回りに回転自在な回転部材であり、該回
転部材と径調節部材との間に運動変換部材が介在しているものや、操作部の回転位置を規
制するロック手段を備えたもの、該ロック手段が操作部に加わる回転力の大きさに応じて
ロックを解除するものを特に好適に用いることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態の一例について説明すると、このヘアードライヤーは、図１及び図２
に示すように、温風送風装置やスチーム発生装置を内蔵するヘアードライヤー本体９と、
このヘアードライヤー本体９の送風口の部分に着脱自在に装着されるブラシ１とからなる
もので、ここにおけるブラシ１は、外面から多数本のブリスル２０を突出させている中空
筒状のブリスル台２と、このブリスル台２の軸方向両端に位置する一対のブラシ台３，４
とから形成されている。
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長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率が可変であり、更にブラシの
、該切り溝で上記吐出口が

形成されている
また、ブリスル台の長手方向断面の外

形線がなす曲線の曲率が可変であるために、頭部形状の個人差や髪形等に合わせた曲率の
曲線をなすものとすることができて、毛髪のカール付けを好みや頭の形状に合わせたもの
とすることができる。

形成された はブラシの

筒状部材を配しておくとともに、ヘアード
ライヤー本体からの風あるいはスチームが送り込まれる内周側とブリスル台が外周に位置
する外面側とを連通させて上記風を吐出口に向かわせる開口を上記筒状部材に設けたり、

よい。

また



【００１２】
ブラシ台３，４はブリスル台２の中心部を貫通している筒３４によって連結されたもので
、内部空間が通風路３９となっている筒３４には複数の通風口３１が形成されている。
外面からブリスル２０を突出させているブリスル台２はポリエステルエラストマーあるい
はポリプロピレン等のばね弾性を有する材質からなるもので、軸方向中央部が外側に膨ら
んだ筒状となっている該ブリスル台２は、その軸方向両端に上記ブラシ台３，４に引掛係
止される係止部２１を備えている。またその表面にはブリスル２０の列間に開口する多数
の吐出口２４を備えている。
【００１３】
このブラシ１は、そのブラシ台３をヘアードライヤー本体９の送風口の部分に被せること
でヘアードライヤー本体９に装着され、ヘアードライヤー本体９から吐出される風やスチ
ームは、筒３４内の通風路３９から筒３４に設けた開口３１を経て筒３４の外面とブリス
ル台２内面との間の空間に入り、ブリスル台２に形成した吐出口２４から外部に吐出され
る。この時、ブラシ１の先端部から吐出される風やスチームの量よりも、ブラシ１の長手
方向中央部から吐出される風やスチームの量が多くなる。従ってブラシ１の長手方向中央
部に毛髪を巻き付けてヘアセットを行うにあたり、高いセット性を得ることができる。ま
た、筒３４に設けた開口３１の位置を変えることで、ブラシ１の各部からの風やスチーム
の吐出量を変えることもできる。また、図２に示すように、ブラシ台３にブリスル台２の
外面へと風やスチームを流す吐出口２４’を設けておいてもよい。さらに図３に示すよう
に、ブラシ１の長手方向中央部は円筒状であっても、両端部の断面の外形線が凸曲線を描
くものであればよい。
【００１４】
図４に示すものは、ブラシ台３から突設されて先端にブラシ台４が取り付けられるととも
に、筒状のブリスル台２の中心を貫通している軸３８の外周面に風向調節用のフィン６を
設けたものであり、該フィン６は、ヘアードライヤーから送られてくるとともにブラシ１
の先端に向かおうとする風やスチームの向きを変えて、ブリスル台２の吐出口２４から吐
出させる。またブリスル台２の内面にはブリスル台２に求められるばね弾性と強度とを付
与するための補強板２５を設けている。図示例の補強板２５はブリスル台２に一体成形で
取り付けているが、これに限るものではない。なお、補強板２５としては合成樹脂製のも
のや金属製のものを用いることができる。
【００１５】
図５及び図６に他例を示す。ヘアードライヤー本体９の送風口の部分に被せられるブラシ
台３は、先端から外筒３０と内筒３２とを突出させたもので、両筒３０，３２の間の空間
は通風路３９となっており、また外筒３０には通風口３１が開口している。また、該ブラ
シ台３は、フック３６が一体に形成された押釦３５を備えており、ばね３７に抗して押釦
３５を押し込むことでフック３６を移動させることができるようになっている。
【００１６】
他方のブラシ台４は、ブラシ台３側に向けて突出する筒部４０と該筒部４０の中心に位置
するガイド軸４２とを備えたもので、筒部４０には通風口４１と複数個の係合孔４６とを
備えている。そしてブラシ台４はその筒部４０がブラシ台３の外筒３０内にスライド自在
にはめ込まれるとともに、ガイド軸４２が内筒３２内にスライド自在にはめ込まれること
で、ブラシ台３との間隔が可変とされるものであり、また、ブラシ台３のフック３６がい
ずれかの係合孔４６に係合することによって、上記間隔が固定される。押釦４５を押せば
係合孔４６からフック３６が外れて、ブラシ台３に対してブラシ台４が再度スライド自在
となる。図中４３はブラシ台３からブラシ台４を離す方向に付勢するばねである。
【００１７】
外面からブリスル２０を突出させているブリスル台２はポリエステルエラストマーあるい
はポリプロピレン等の可撓性を有する材質からなるもので、円筒状となっている該ブリス
ル台２はその軸方向両端に上記ブラシ台３，４に引掛係止される係止部２１を備えている
。そして該ブリスル台２は、図５から明らかなように、その軸方向に走る複数本の切り溝
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２２が周方向において等間隔に設けられており、ブリスル台２を上記ブラシ台３，４の間
隔変更によって軸方向に圧縮した時、ブリスル台２は図５ (a)に示すように、軸方向中程
が外側へと膨むように撓むものであり、この時、上記切り溝２２の部分の間隔が広がる。
なお、各切り溝２２はブリスル台２の軸方向両端縁には至っていない。また、切り溝２２
の各端部はほぼ円形の孔２３として、ブリスル台２を撓ませた時に切り溝２２の端部に応
力が集中しないようにしてある。
【００１８】
このブラシ１においては、上述のようにブラシ台３，４の間隔を変更することによってブ
リスル台２の中程を外側に膨らませることで、単なる円筒状ではなく、軸方向の断面が円
弧状をなすものとすることができるとともに、上記間隔を小さくするほど上記円弧の曲率
半径が小さくなるものであり、このために毛髪に内巻きカールを付与するに当たり、頭の
周方向の断面形状に合わせた曲率の円弧をなすものとした状態で毛髪を巻き付けることが
できる。
【００１９】
また、ここで示したブラシ１では、ヘアードライヤー本体９の送風口から吐出される温風
やスチームは、通風路３９と通風口４１，３１を通り、ブリスル台２の切り溝２２のとこ
ろに設けた吐出口２４から吐出されるのであるが、ブリスル台２を膨らませた時には通風
口３１，４１の重なりが大きくなる上に、切り溝２２の間隔が広がって、吐出口２４から
だけではなく、切り溝２２の部分からも温風やスチームが吐出されることになり、毛髪に
温風やスチームが当たる面積が大きくなってセット性が向上するものとなっている。
【００２０】
切り溝２２によってブリスル台２を短手方向に分割することは、ブリスル台２の軸方向断
面の曲率を変化させることができないものにおいても有効である。つまり、ブリスル台２
を立体的なものではなく、平板状のものとして形成して筒状に巻いたり、円筒状に形成し
たブリスル台２に切り溝２２を設けておけば、軸方向両端間を圧縮した状態でブラシ台３
，４間に配設することで、軸方向断面が所要の凸曲線をなすものを得ることができるから
である。また、図７に示すように、切り溝２２を吐出口２４とすることで、別途吐出口２
４を設けなくともすむものとなる上に、この吐出口２４は、軸方向の中央部（もっとも外
側に膨らんだところ）で開口幅が最大となるために、該中央部からより多くの風やスチー
ムを吐出させる点において好ましいものともなる。
【００２１】
図８は、ヘアーブラシ１の先端面にもブリスル２０を設けるために、ブラシ台４を無くし
たものを示しており、ここではブリスル台２の内面にねじ軸４８を固着し、ブラシ台３に
設けたナット部３８にねじ軸４８を螺合させている。このものでは、ブラシ台３に対して
ブリスル台２を回転させることで、ブリスル台２の外形状を変化させることもできる。こ
の場合、ブリスル台２を方向性がないほぼ球形とすることが可能であり、このためにブラ
ッシング方向に対して手の位置や角度を自由に選ぶことができるために、手への負担を小
さくしてブラッシングすることができる。
【００２２】
図９～図１４に他の実施の形態の一例を示す。ここでは外周面に多数本のブリスル２０を
備えた円筒状のブリスル台２をシリコンゴムあるいはポリエステルエラストマーあるいは
耐熱ゴム等の弾性及び伸縮性を有するものにて形成している。また、ブラシ台３から突設
されているとともに通風口３１が形成されている筒３４の先端にはブラシ台４とキャップ
６６とが固定されているとともにキャップ６６及びブラシ台４に対して軸回りの回転が自
在となった操作リング７が取り付けられている。またブラシ台４には放射状に複数本（図
示例では６本）の溝６３が設けられており、さらにブラシ台４のブラシ台３側の端面には
支点板６４が取り付けられている。
【００２３】
そして上記の各溝６３にはバー６が配設されている。これらバー６はその一端をブリスル
台２の軸方向中程に設けられた受け部６２に位置させており、上記回転リング７に設けら
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れて回転リング７と共に回転するカム板７０に形成されたカム孔７２に他端を位置させて
いる。複数個設けられた円弧状のカム孔７１は、カム板７０の中心から一端側までの距離
と他端側までの距離とが異なっており、回転リング７を回すことでカム板７０を回転させ
る時、上記溝６３によって回転が規制されているバー６はカム孔７１内を移動する。この
時、バー６は支点板６４との接触位置を中心に傾きを変えることになり、円筒状で且つ弾
性及び伸縮性を有するとともにバー６の一端が接しているブリスル台２は、バー６の傾き
に応じてその軸方向断面の外形線の曲率を変化させる。図１２～図１４は曲率をもっとも
大きくした状態を示している。
【００２４】
ここで、バー６における支点板６４に接する点からブリスル台２に接する一端までの距離
よりも、支点板６４に接する点からカム板７０に接する他端までの距離の方を小さくして
いるのは、力点側となるバー６の他端側の少しの移動でブリスル台２の径の変化を大きく
することができるようにしているためであり、また、バー６の他端側をブリスル台２の径
方向に移動させることを、回転リング７とカム板７０とを用いて回転リング７の回転操作
で行えるようにしているのは、ブラシの軸方向全長を変えることなく操作することができ
るようにするとともに操作を軽く行えるようにするためである。
【００２５】
なお、回転リング７が不用意に回転しないように、ここでは回転リング７の回転を阻止す
るロック手段を設けている。図示例におけるロック手段は、キャップ６６の内周面に周方
向において複数個設けている凹部６７と、該凹部６７に係合する突起７３を備えたロック
釦７２であり、一体に形成されたばね片７４，７４によって回転リング７の外方に突出す
る方向（突起７３が凹部６７と係合する方向）に付勢されたロック釦７２は、回転リング
７と一体に回転するように回転リング７に取り付けられており、凹部６７に突起７２を係
合させている状態では、キャップ６６及びブラシ台４に対して回転リング７は回転するこ
とがなく、ロック釦７２を押し込んで突起７３を凹部６７から外せば、回転リング７を回
転させることができる。図示例では凹部６７を４個設けているために、曲率を４段階で調
節することができるものとなっている。
【００２６】
もっとも、上記ロック手段はロック時においても回転リング７の回転を完全に阻止するの
ではなく、回転リング７及びカム板７０に加えられた回転力が大きい時には回転リング７
及びカム板７０の回転を許すものとしてある。すなわち、突起７３の先端部をテーパ状の
ものとし、回転リング７及びカム板７０に大きな回転力が加われば、キャップ６６の凹部
６７，６７間の凸部６８が突起７３の傾斜面を押圧することで突起７３をばね７４に抗し
て押し戻して凹部６７から退去させるために、ロックが解除されるようにしてある。従っ
て、回転リング７を強く回した時には、ロック手段はクリック感を発生させる部材として
機能することになり、また落下させた場合のように、バー６を介してカム板７０及び回転
リング７を回転させるような過大な力がブリスル台２に加わった時、この回転を許すこと
になるために、バー６やカム板７０等が変形したり破損したりすることがないものである
。
【００２８】
【発明の効果】
以上のように本発明は、多数本のブリスルが表面から突出しているブリスル台を有してい
るブラシがヘアードライヤー本体の送風口に連結されているとともに、上記ブラシのブリ
スル台に形成されている吐出口を通じてヘアードライヤー本体からの風あるいはスチーム
を吹き出すブラシ付きヘアードライヤーにおいて、上記ブラシのブリスル台をその長手方
向断面の外形線が凸曲線をなすものとして形成しているために、温風やスチームはブリス
ル台内面に沿って流れてブラシ中央部に導かれて吐出されることになり、毛髪を巻き付け
ることになるブラシ中央部での風やスチームの吐出量が多くなるためにセット性を向上さ
せることができる。
【００２９】
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　しかも、

ブリスル台には長手方向に走る複数本の切り溝を周方向において間隔をおい
て設けて ために、円筒状のブリスル台を長手方向に撓ま
せるだけで、長手方向中程が外側へと膨らんで長手方向断面の外形線が凸曲線をなしてい
るものを得ることができるものであり、このために長手方向断面の外形線が凸曲線となっ
たブリスル台の作成が容易となる。
　この時、上記切り溝で 吐出口は 長手方向中央においてその開口幅が
最大となっていると、毛髪に多くの風やスチームをより均等に且つ多量に当てることがで
きる。
【００３０】
　

ブリスル台の内部に風向調節用のフィンを設けて、風やスチームの流れの向きを変更する
ようにした時には、さらに必要とするところに風やスチームを向けることができるために
、セット性を更に向上させることが
【００３２】
ブリスル台内部に配設されてブリスル台の径を変化させる径調節部材によってブリスル台
の長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率を変化させる場合は、ブリスル台として長手方
向両端部が固定されるとともに伸縮性を有するものとしておくことで、長手方向の全長を
一定とした状態のままでブリスル台の長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率を変化させ
ることができ、曲率によって長さが変わるものに比して使い勝手がよくなる。
【００３３】
上記の径調節部材として、ブリスル台に接する一端を作用点とし、他端を支点もしくは操
作入力が加えられる力点の一方とし、中程を支点もしくは力点の他方としている部材を用
いると、操作を加える力点側の小型化を図りつつ、ブリスル台の曲率の変化範囲を大きく
することができる。
径調節部材に操作入力を加える操作部は軸方向の端部に設けておくと、毛髪のセットに操
作部が邪魔になることがない。
【００３４】
さらに径調節部材に操作入力を加える操作部が軸回りに回転自在な回転部材であり、該回
転部材と径調節部材との間に運動変換部材が介在しているものでは、曲率を変化させる際
の操作性を良好に保つことができる。
そして操作部の回転位置を規制するロック手段を備えたものでは、曲率が不用意に変化す
ることがなくて、使い勝手の良いものを得ることができ、該ロック手段が操作部に加わる
回転力の大きさに応じてロックを解除するものであると、操作部やブリスル台に過大な力
が加わった時の径調節部材の破損を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の一例の断面図である。
【図２】同上の正面図である。
【図３】他例の正面図である。
【図４】別の例の断面図である。
【図５】更に他例を示すもので、 (a)(b)は共に正面図である。
【図６】　 (a)(b)は共に同上の断面図である。
【図７】他例の正面図である。
【図８】別の例の断面図である。
【図９】さらに別の例を示す断面図である。
【図１０】図９中のＡ－Ａ線断面図である。
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上記長手方向断面の外形線がなす曲線の曲率が可変であるために、頭部形状の
個人差や髪形等に合わせた曲率の曲線をなすものとすることができて、毛髪のカール付け
を好みや頭の形状に合わせたものとすることができ、より適切なカール付けを行うことが
できる。また

該切り溝を上記吐出口としている

形成された ブラシの

ブリスル台の内部にブラシの両端部をつなぐ筒状部材を配しておくとともに、ヘアード
ライヤー本体からの風あるいはスチームが送り込まれる内周側とブリスル台が外周に位置
する外面側とを連通させて上記風を吐出口に向かわせる開口を上記筒状部材に設けたり、

できる。



【図１１】図９中のＢ－Ｂ線断面図である。
【図１２】同上の径を変化させた場合を示す断面図である。
【図１３】図１２中のＡ－Ａ線断面図である。
【図１４】図１２中のＢ－Ｂ線断面図である。
【図１５】異なる例の正面図である。
【符号の説明】
１　ブラシ
２　ブリスル台
９　ヘアードライヤー
２０　ブリスル 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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